
神戸土木事務所長

i越約秀

職晨ー丸となって復興ヘ

一瞬のうちに災しいfJ・嘩みをガレキの山にし、た

くさんの炉ヽ人命を称った人:t'i1Sdi直 l< ／t'•1人地災 多

くの家）→!が1卯ll壊し、ライフラインや交通網はことこ‘‘

とく絶たれました 炉ヽ命を失われた}j々のご＇！辞 M

を祈り、被災された秤様の•|lもり＇・し、1虹沌を心より

祈念いたします

神IiI •本・J i：務所は被災地真っただ, ,,の現地・JI··務所

として、河近をl:!i-l')格して lヽ る家屈＾、かの抑去から作業

をスター ト ＇贋 li及111・ 1以飩を合，t姑に職員・丸と

なり、無我炒中で取り糸IIんできてはや2年が経過し

ました，

余設、梅雨、台風笞による次災‘lfに心を砕きな

がらの復IIl作業でしたが、｀初ヽにも、これらの彩臀I

をあまり受けることなく順問に 1 : •liが進められ、ほ

ぼ必成のII途がつtヽ たことは叩外の§4ぴです

即）サ外から来てしヽただいた多くの応援職員の粁様

をはじめ、iT化な職只を派逍してしヽただきました各

近府県および市の皆様、文採体制を組んでしヽただき

ました関係機l~lの皆様など、この間に窃せられまし

た数多くのご！？忍やご支援に、心より惑謝11—I し 1こげ

ます。

これからも復興に向けての取 り組みは続きます

が、ここで今度、私たちの足跡を振り返り、復

Ill・復典の出録を取りまとめましたーこの 1flりが、

兵庫梨住宅供給公社理事

阻flll［和
（前神戸土木事務所長）

神戸の再生を願って

阪神・淡路人設災により」ミftイiの搬古を受けてか

ら2年が過ぎました

l) I 1711の夕玄IJ、やっとの地U でヽ長Ill区の1渇務所

に到杵した時には、周辺まで火のfが氾り、建物は

!！、＼輝と降ってくる灰とに包まれてtヽ ました所内は

机やロ ッカーなどがif1lれ、 ，1｝類や文具が散丙Lして足

の踏み場もなしヽ惨状でした ライフラインが迎絶し

た中での戦いの安否雁認、断続する余設と迎路交迎

がile,fjLする中での破，杯ぷ1ftゃ・次災屑}jI|：対策は、

遅々として進捗しませんでした，9

特に被災ふ'im．につtヽ ては、ぶり代地点までの長II年1iil
0)往復をはじめ、河川に阻壊した家）ィ！の除1:、民イi

の護料や栢梁の復111の妥‘1,1性やJII地J・it芥の確認、 IIit

邸 11fJIIの閥ttなど、困難を極めました また、民11¥I

、じ地擁咽復111·1~菜など1呼l！施設以外への対応にも多

くの浪乱が生じました

この人地災が残した教，illlを'tかして、各種構造

物の被災のメカニズムや印囚を解ll)jするととも

に、邸11I．．法や即U過程における検討成末を既施

設の補強や新しい枯準の作成に活J・IJし、 1ij寸湛性を

イIする社会賢本整備 を推進することが大切ではな

しヽでしょうか。

この2年間、 11:仮を分かたず設災復典に従，｝fされ


